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1.
　近代の西洋で生まれたさまざまな思想潮流が、非西洋の地域でどのように受け入れられ、発展
させられたのかを知ることは、その思潮の性格を考える上でも、またさらに言えば西洋そのもの
の本質を明らかにする上でも、意外に重要な手段だと言うことができる。その好例を、私たちは
40年以上も前に中国の一知識人を素材として書かれた、B・シュウォルツの著作に見ることがで
きるが（ベンジャミン・シュウォルツ著・平野健一郎訳『中国の近代化と知識人』東京大学出版会、1978年。原著は1964
年刊）、西洋に隣接し、ほとんどその一部であり続けたオスマン帝国、及びトルコ共和国の歴史を
研究することにも、実は同様の妙味が存在していて、それはうまくゆきさえすれば、西洋の内部
にいたのでは見えてこないその本質を探りあてる可能性を秘めている、とすら言えるだろう。少
なくとも、トルコ史の研究には、西洋に裏側から光を当てるという楽しみがひそんでいる。
　そしてそうした研究を―つまりトルコ近現代史の中で、とくに文学や政治思想を扱う研究を
―始めようとするときに、まず当たらなければならない史料が、オスマン語で書かれた新聞や
雑誌なのである。19世紀に西洋的近代文学の導入・確立を図り、一方で同じく西洋政治思想の
影響下にオスマン帝国の変革を訴えた啓蒙家・知識人たちが、自分たちの文学や思想を鍛え、発
表する場として、新聞や雑誌を刊行し始めたからである。したがって、彼らの文学や文学論、政
治思想を理解しようとするなら、必ず、彼ら知識人の出した定期刊行物を繰らねばならないので
ある。
　だが、トルコにおいて政治史や政治思想史の研究者がそうした史料を真剣に分析するように
なったのは、高々この20年ほどのことに過ぎない。それまで新聞や雑誌は、もっぱらトルコ語
トルコ文学科の教員や学生がほとんど独占的に扱っていたが、それも多くの場合、作業の眼目は
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そうした媒体に発表された作品の正確なローマ字転写に置かれていた観が強かった。
　そうした状況を生みだした原因はさまざま考えられるが、何よりも、共和国においてイスラム
的伝統が否定され、それに関わることが、少なくとも「進歩的な共和国」の「発展」に寄与する
人材にとっては忌避すべきことと考えられてきた点を、逸することはできないだろう（その一つの
表われとして、1928年にアラビア文字が廃されてローマ字が採用されたことが、トルコの人々のオスマン語文献への接近を
困難にしていて、それはこの問題―人々がオスマン語の史料を読まない問題―のもっとも根本的な条件を形成している）。
言うまでもなくオスマン語はアラビア文字で書かれており、共和国において（少なくとも数十年前ま
では）それを扱うこと自体が、国父アタテュルクの意向に背き、西洋化すべき共和国の進歩に背
を向ける行為とみなされかねない、ある種の後ろ暗い行為だったのである。それを扱う「本家」
であったイスタンブル大学トルコ語トルコ文学科が、アタテュルクとその後継者たちによって禁
圧された汎トルコ主義とイスラム主義とを融合させた、トルコ右派のイデオロギー「トルコ・イ
スラム総合論」の発信元であったのは決して偶然ではない。
　こうした一種の暗さがつきまとっていたオスマン語定期刊行物の研究に、西洋的な方法論を身
につけた―場合によっては欧米への留学経験を持つ―政治学、政治史の専門家が目を向ける
ようになったのが1980年代のことだった。こうしてオスマン語の新聞や雑誌は、風通しのよい
明るい場所へ持ち出され、それにつられるようにして、トルコ語トルコ文学科出身の若い研究者
も、それらの刊行物を利用して、より体系的で、言ってみれば外国へ出しても十分に通用するよ
うな形の仕事をし始めることになった。
　だが、それから20年が過ぎて、トルコ近代思想の研究が大きく育ったかと言えば、必ずしも
そうは言えないのが現状のように見える。筆者が大きな希望とともに迎えた『近代トルコにおけ
る政治思想』シリーズ全9巻（Modern Türkiye’de Siyasî Düşünce, İstanbul: İletişim, 2001-.なお本シリーズについて
は『イスラム世界』60号掲載の拙評を参照されたい）も、巻を加えるごとにその内容が低下しているのは歴
然で、とくに思想研究とは似て非なる評論家風の書き流しが幅を利かせていること、目を覆うば
かりである。
　こうした惨状は、研究者が（とくにアラビア文字を学ぶことになにがしかの抵抗感を感じるらしい「進歩派」の
研究者が）先人の思想を扱う際に、一次史料を参照せず、ローマ字転写、あるいは現代語訳、また
は手軽な二次文献で済ませてしまう風潮に起因しているだろう。評論家はまたそうして出来上
がった文献に基づいて、自分に都合のよい部分だけを取り出し、独自の議論を展開してゆくとい
う悪循環が断ち切れない。現状を打開するためには、先人が実際に何を言い、何を書いたかを確
定することから出発するしかないことは明らかである。そしてそのためには、ローマ字による信
頼のおける全集、あるいは選集の編纂が不可欠であろう。アラビア文字を解するものだけが特権
的に先人の思想に接近できる状況は、（たとえそれがアタテュルクのめざすところであったとしても）改めねば
なるまい。
　ところが、重い腰を上げてそうした作業を始めようとしても、オスマン語の定期刊行物はどこ
にでも所蔵されているわけではないのである。もともと発行部数が少なかったこと、外国で（つ
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まり亡命先で）刊行されたものも少なくないこと、さらに短命だった刊行物も多いことが、散逸の
原因になっていただろう。さらに、アラビア文字で書かれたオスマン時代の遺物に価値をおけな
い時代風潮が、そうした貴重な史料の消失に輪をかけたと思われる。その中で、ハック・タール
ク・ウスが果たした役割は大きかった。
2.
　ハック・タールク・ウス（Hakkı Tarık Us）は、オスマン帝国末期からトルコ共和国期まで生きた
著名なジャーナリストである。1889年に生まれたハック・タールクは、イスタンブル大学で法
学を学び、師範学校やガラタサライ・リセで教えたあと、ジャーナリズムの道へ入った。『時』
（Vakit）紙を代表してローザンヌ講和会議（1923年）の取材に参加したアースム・ウス（Âsım Us）は、
彼の五つ上の兄だった。共和国成立後は兄よりひとあし先に大国民議会の議員に選出され、政
治活動にも積極的に参加したが、同時に1877年に開会された最初のオスマン帝国議会の議事録
（Meclis-i Meb’usân, 1293-1877. 2 vols. İstanbul: Vakit, 1940, 1954.）を刊行するなど、学問的な面での活躍も目
立った。
　その、学問にも関心をもった政治家兼ジャーナリストのハック・タールク・ウスは、生前膨大
な数の定期刊行物を収集したことでも知られていた。そして死後、その蔵書はイスタンブル旧市
街のベヤズト地区にある、オスマン時代の旧初等学校の建物に移され、そこで研究者の閲覧に供
されていた（写真1）。筆者自身も25年ほど昔、暗いドームの下で、部屋を横切る薪ストーブの長
い煙突から洩れてくる煙と、そして番をするおばさんの、無聊しのぎにほとんど際限なくかけ続
ける電話の声とに悩まされながら、初めて対面した本物の雑誌の頁を、（何か非現実な感覚に襲われ続け
ながら）心躍らせて繰った思い出をもっている。
　ハック・タールクの蔵書は多岐にわたっていたと思われるが、その中でもとくににオスマ
ン語の新聞・雑誌のコレクションには定評があった。それは、たとえばAlexandre Bennigsen 
et Ch. Lemercier-Quelquejay, La presse et le movement national chez les musulmans de Russie 
avant 1920. (Paris: Mouton, 1964), Hasan Duman, İstanbul Kütüphaneleri Arap Harﬂi Süreli Yayınlar 
Toplu Kataloğu 1828-1928. (İstanbul: İRCİCA, 1986), 
Eski Harﬂi Türkçe Süreli Yayınlar Toplu Kataloğu. 
(Ankara: Milli Kütüphane, 1987)などにおいて、さらに最新
刊 のHasan Duman, Osmanlı-Türk Süreli Yayınları 
ve Gazeteleri (1828-1928). (Ankara: Enformasyon ve 
Dokümantasyon Hizmetleri Vakfı, 2000)によって、たやすく
確認することができる。だが、この豊かなコレク
ションを、誰もがたやすく利用できたかというと、
必ずしもそうではなかったのである。
　まず、この図書館の蔵書の全体については、おそ
写真 1　ハック・タールク・ウス図書館
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らく誰もが知らなかっただろうと思われている。たしかにカード目録は存在したが、弱々しい裸
電球の光でそれを確認しようとすると、その請求番号がはなはだ不統一だった。ちなみに、ハサ
ン・ドゥマンの最新のカタログで、19世紀末から20世紀初頭に出ていた著名な刊行物をいくつ
か探してみると、
Servet-i Fünûn: B. C. 38
Türk Sözü: P. 1199
İçtihad: 266/1-6
Volkan: 35
となっていて、それらの番号やローマ字がどういう基準で付けられたのかがまったく不可解なの
である。おそらく図書館で司書（というより「番」）をしていた何人かの方たちが、それぞれある時
期に一念発起しては付け始め、しかし途中で投げ出した努力の形見だろうと言われていたが、さ
らに、公的な援助が一切なされないままに維持されてきた長年の無理が、カタログ（あるいはカー
ド目録）を見て請求しても出てこない文献が次第に増えてゆくという、悲しむべき事態を徐々に
深刻化させてもいた（これは、誰かが持ち出したというわけではなく、「しまいなくす」事態が日常化したのだと、か
つて利用した経験を持つ者として、筆者は感覚的に理解している）。
　そうした管理の杜撰さに加え、財政難が限度を超えたと思われ、ハック・タールク・ウス図書
館は十数年前に閉鎖され、一向に再開のめどが立たないままになっていた。こうした状態を悲し
み、再開を望む声はトルコ内外で高かったが、仮に再開されても、史料の痛みも進んでいるだろ
う状況の中で、それがどれだけ実際に研究者の利用に供することができるかも、重大な問題だと
考えられていた。
3.
　2003年の春、21世紀COEプログラム「史資料ハブ地域文化研究拠点」の事業の一環として、
このような状況にあったハック・タールク・ウス図書館の蔵書を救い出し、デジタル化すること
によって保存すると同時に、今後の研究に資することが計画された。筆者はこの計画を旧知の研
究者へ打診することから始めたが、話はやがて
そこからトルコ共和国で図書館の管理を担当す
る文化観光省との交渉へ移っていった（同省は、
この計画に前向きに対応したが、この話が出たのとほぼ同時
期にハック・タールク・ウス図書館の蔵書を同じイスタンブ
ルのベヤズト地区にある、国立図書館へ移している。この間
の経緯について、筆者は承知していない）。交渉は同省
次官のムスタファ・イセン氏との間で行なわれ、
基本的な合意が成って、イスタンブルの同省事
務所で協定書への調印がなされたのが、8月25 写真 2　ベヤスト国立図書館
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日のことだった。
　その後筆者はベヤズト国立図書館（写真2）で蔵書の状態を実見した。同図書館ではハック・
タールクのために一室を準備して、そこへすべての蔵書を運び込んでいたが、状況はおそらく移
動前より悪くなっていたのではないかと推察された。書籍と新聞・雑誌、オスマン語とトルコ語
が入り乱れ、同一の雑誌でも巻号によってバラバラに配置されている状況であった。もともと秩
序がなかったものゆえ、いっそゼロ以下から出発した方がかえってよいのかもしれないと、その
とき筆者は泣き笑いの気分を味わったことを覚えている。
　だが作業は、その仕事の意義をよくよく理解したものにしかやり通せないだろう。何しろハッ
ク・タールクから運び込まれた蔵書は、幅90-100センチの書棚に650段、さらに55×37×35
センチの段ボール125箱にのぼった。仕事は2003年秋、まず書棚に配架されたものを、図書と
定期刊行物とに分類しつつ再配架し、続いて段ボール中の資料を分類しつつ配架することから始
まった。天地創造以前を思わせる混沌から何ものかを作り出そうとする、この作業に果敢に挑
んだのは、イスタンブルのアジア側（ウスキュダル）にある研究施設、イスラム研究センター（İslâm 
Araştırmaları Merkezi）の研究助手アブドゥルラフマン・ハジュイスマイルオール、ムマンメド・フ
ザルジュの両氏に、ベヤズト国立図書館の司書セラーハッティン・オズテュルク氏を加えた三名
だった（写真3）。
　作業を監督するのはイスタンブル文化大学のイスケンデル・パラ教授で、氏からはたびたび作
業の経過報告が届いた。2004年春になると、三名の作業従事者が作成した中間報告書も届けら
れた。その後も整理作業は順調に進められ、2004年8～ 9月には、筆者に代わって、本学大学
院後期課程でトルコ現代史を専攻する大島史氏が現地へ赴き、作業の状態を確認し、されに撮影
作業の準備を行なった。その結果、整理作業の完成が確認され、2300点を超えるオスマン語の
定期刊行物の目録がデータベース化されたCDを持ち帰ることができた。一方、撮影用の作業台、
ライト、カメラ等々の機材の準備がなされ、試写が行なわれる
所までが確認された。写真4がその試写サンプルである。作業
は2005年度から本格化する予定で、今後の研究の進展のため
にも、無事の完成が待たれるところである。
写真 3　作業従事者 写真 4　試写した史料
